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意見書に係る回答 
 

                                            阿久根市教育委員会 

 

 ※ 質問は、保護者や区長の方々が意見書に書かれたとおりの表現・内容となってい 

ます。 

 
 

 

 (Ａ) 

 １ これまで開催した説明・意見交換会でも、繰り返し、説明していますが、現在 

の学校の統・廃合に係る「基本方針」や取組は、子供たちに良好な教育環境を提 

供することを目的としています。 

 ２ 本市の小規模校の良さについては理解しつつも、「知・徳・体」のバランスの取 

れた学びにおける課題が大きいことから、その改善を図りたいと考えて取り組ん 

でいるところです。 

 

 

 

 

 

(Ａ) 

 １ 統・廃合による場合は、何らかの通学支援を行うこととしています。 

 ２ 特認校制度を活用して就学する場合は、他校の特認校制度を活用して就学して 

いる児童生徒と同様、保護者の送迎とします。 
   

 

 

 

 

 

 (Ａ) 

 １ 校区割の変更について（Ｑ17 にも同様の質問あり） 

⑴ 平成 17 年度の学校規模適正化の取組時から検討してきていますが、それぞれ 

の区の調整が難しいでした。（例えば、Ａ小学校のａ校区はＢ小学校に近いが、 

Ｂ小学校のｂ校区はＡ小学校に近いなど） 

⑵ 現在の基本方針は、市全体の教育環境の確保、児童生徒数の減少などを見通 

した中での計画であることを御理解ください。 

⑶ 学校や通学区の変更は、現在「阿久根市小規模校入学特別認可制度（特認校 

 制度）」や「阿久根市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則」で対応して 

います。 

２ 「校区の変更があり、校区が阿久根中学校校区になった場合、事由なく三笠中 

学校への通学は認められるのか。」について 

  ⑴ 校区の変更は考えていません。 

   ⑵ 本年度から、三笠中は特認校制度を導入していることから、その制度を活用 

Ｑ２ 鶴川内中校区の子どもが他の学校を選ぶ場合については、保護者の送り迎え 

  ではなく、教育委員会の通学支援を行うことを検討してほしい。保護者の送り 

迎えが難しい家庭もある。 

Ｑ３ 三笠中学校の方が近く、また小学校のクラスメイトの多くが三笠中学校に進 

学します。校区割の変更と統廃合を行う可能性はあるのでしょうか。また、校 

区が阿久根中学校校区になった場合、事由なく三笠中学校への通学は認められ 

るのでしょうか。 

 

Ｑ１  統廃合は阿久根市の政治的な考えで決めた事なのではないでしょうか。 
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   することにより、就学は可能です。 
 

 

 

 (Ａ) 

 〇 統・廃合後の活用案について、意見等をお聞きすることは差支えないと考えて 

  います。 
 

 

 

 

 (Ａ) 

 １ 鶴川内中の小学校区は、「田代小」「鶴川内小」「折多小（三笠中の校区もあり）」 

  であることから、統・廃合の通学距離・時間等、総合的に考えて、阿久根中とし 

  ています。 

 ２ 統・廃合後について、三笠中への就学を希望する場合は、許可したいと考えて 

  います。 
 

 

 

 (Ａ) 

 １ 現在の基本方針は、令和２年度に作成したものです。令和５年度に一部見直し 

  を行い、現在に至っています。 

 ２ 今回、意見の取りまとめを依頼した「田代小、尾崎小、鶴川内中」と、令和６ 

  年度から小中一貫教育を導入している「折多小、脇本小、三笠中」以外の学校 

（阿久根小、大川小、西目小、山下小、鶴川内小、阿久根中。ただし、田代小 

（休校中）、尾崎小（休校中）は除く。）」については、令和 10 年４月に、新しい 

学校との統・廃合を行うことについて、当該保護者・地域住民の意見等をお聞き 

したいと考えています。 

 ３ この意見等を参考に、再度、基本方針の見直しも検討します。 

   ただし、現在の「基本理念」と「適正配置を進めるための基準」は維持したい 

  と考えています。 

⑴ 基本理念 

ア 学校は子供たちの教育の場であり、子供たちが社会の中でよりよ

く生きていけるようにするためにあります。 

イ 将来を担う子供たちに、最良の教育条件を整えます。 

ウ 公教育における平等性を保障できる学校規模を維持します。 

⑵ 適正配置を進めるための基準 

○  小学校 

   複式学級が２年以上続くことが想定される学校 

（１学年１学級以上の維持） 

○  中学校 

   ６学級以下が２年以上続くことが想定される学校 

（1 学年２学級以上の維持） 

 

 

Ｑ４ 統・廃合後に活用したい事業者は、現段階で申し入れて良いか。 

 

Ｑ５ 阿久根中ではなく、三笠中が良いのではないか？もしくは選択できるように 

すれば良いのではないか？ 

 

 

Ｑ６ 現在示されている基本方針が今後流動することがあるのか？ 
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(Ａ) 

  １ 高齢者が集う場所の確保、イベント・民泊等 etc 

     ⑴ 統・廃合後についても、関係の学校で、「ふるさと学習」的な機会を設け、 

    地域住民や高齢者の方々と交流できるよう、学校に働き掛けていきます。 

  ⑵ 市教育委員会主催の行事等でも、地域住民や高齢者の方々と交流できるよう 

にしていきます。 

  ２ 各々の学校に伝わる伝統行事等があれば尊重して欲しい。 

   〇 関係の学校で取り組んでいる伝統行事についても、教育活動の一環として継 

    続していくよう、学校に働き掛けていきます。 

  ３ 小学校区単位で中学校に進学させるべき 

 ⑴ 原則として、小学校単位で就学することとしていますが、折多小については、 

校区によって、阿久根中、鶴川内中、三笠中に就学することとしています。 

   ⑵ ただし、保護者の状況等により、就学先の中学校の変更は可能であり、現在、

「阿久根市小規模校入学特別認可制度（特認校制度）」や「阿久根市立小学校及び 

中学校の通学区域に関する規則」で対応しています。 

４ 通学バス等の利用はあるのか？ 

⑴ 統・廃合による場合は、何らかの通学支援を行うこととしています。 

⑵ 現在、関係の学校の児童生徒は、「通学タクシー」「路線バスに係る定期の補助」 

 で対応しています。 
 

 

 

 (Ａ) 

１ 学校は、地域のシンボル、コミュニティの拠点でもあります。 

２ 一定の役割を終えて廃校になった学校については、その学校で教え、学んだ方 

 々に限らず、地域の方々にとってもその存在が重要な、無くてはならないもので 

あることは十分に理解しています。 

３ 廃校活用は、市にとっても重要な施策の一つとなる、大きな可能性を秘めた事 

業であることから、地域住民の意見等をしっかり聞きながら、その地ならではの 

「にぎわい創出」が可能となる施設として生まれ変わる方策を検討していきたい 

と考えています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ７ 学校の跡地の利用について 

    高齢者が集う場所の確保、イベント・民泊等 etc 

   各々の学校に伝わる伝統行事等があれば尊重して欲しい。 

  小学校区単位で中学校に進学させるべきです。折多小も近い将来統廃合にな 

る可能性が高いはず。 

  通学バス等の利用はあるのか？ 

 

 

Ｑ８ 中学校の跡地活用について、よく議論、検討してほしい。 
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 (Ａ) 

 １  

 

 

 

 

 

(Ａ) 

 １ 「教育委員会がいきなり新聞で統廃合の考えを打ち出すなど、地域の住民感情 

  を無視した取組が行われているが。」について 

   ⑴ これまで開催した説明・意見交換会等で、何回も説明を行っていますので、 

      御理解をいただきたい。 

   ⑵ これまでの説明内容 

    ア 今回の基本方針は、令和２年３月末に提出された、市学校規模適正化協議 

会の提言を受けて、市教育委員会が令和２年５月末までに作成したものです。 

イ 市教育委員会としては、「６月中に学校の先生方へ、その後、日程を調整し  

た上で、ＰＴＡ会長、保護者、地域住民へ説明する計画で、市のホームページ  

で、『阿久根市学校規模適正化基本方針』を公表する。」こととしていました。 

ウ しかし、６月の上旬、令和２年第２回市議会定例会の一般質問の通告で、  

学校の統合に関係する質問が明確になったことから、マスコミの取材を受け、 

新聞発表となったところです。  

エ   マスコミの取材を受けた際には、説明会の実施、日程、市民への公表等に  

ついて説明しました。  

２ 「各地域からの反発の強さを感じたのか、徐々に地域の意見に配慮するように 

 なってきている。」について 

 ⑴ 保護者や地域住民の方々の意見をしっかり聞き、対応しているところです。 

 ⑵ 保護者については、「基本方針のとおり進めてほしい。」「現状の学校を維持し 

  てほしい。」等、様々な意見をお聞きしているところであるが、これまでは、 

  「現状を維持してほしい。」の意見を受け、対応してきたところです。 

３ 「統・廃合により学校施設が行政財産から普通財産となるのであれば、それを所 

 管する市長部局の担当課とも連携して取り組むなど、市役所一丸となった対応が必 

須である。」について 

   ⑴ 統・廃合後の廃校活用については、市のまちづくりにも影響することであり、  

    行政と地域が連携し、十分に協議して進めていくことが重要であると考えていま 

す。 

⑵  廃校活用策及び検討については、教育委員会と財産活用としての市長部局との 

連携が必要であると考えます。また、検討を行う中で、地域住民の意見も伺って 

いきます。 

 
 

 

  (Ａ) 

  〇 折多小校区の児童については、阿久根中・三笠中いずれの中学校へも就学でき 

Ｑ９ これまでの統・廃合の流れを見ると、教育委員会がいきなり新聞で統廃合の 

考えを打ち出すなど地域の住民感情を無視した取組が行われてきており、教育 

委員会の都合だけを考えて、統・廃合を行いたいが一心の「押しつけ」的な説 

明がなされてきたように受け止めている。 

しかしながら、各地域からの反発の強さを感じたのか徐々に地域の意見に配 

慮するようになってきている。 

統・廃合により学校施設が行政財産から普通財産となるのであれば、それを 

所管する市長部局の担当課とも連携して取り組むなど、市役所一丸となった対 

応が必須であると考える。 

 

 

 

 

 

Ｑ10 折多校区の阿久根・三笠への振分けを検討すべきである。 
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   ようにしたいと考えています。 
 

 

 

 

  (Ａ) 

  １ 統廃合を主とせず、留学等の推奨も考慮すべきではないか？ 

     ⑴ 本市の小規模校の良さは理解しつつも、「知・徳・体」のバランスの取れた 

学びにおける課題が大きいことから、その改善を図りたいと考えて、現在、学 

校の統・廃合に取り組んでいるところです。 

   ⑵ 「特認校制度の導入」については、学校と教育委員会が連携して、広報等を 

    行っています。 

   ⑶ 一人でも多くの児童生徒が「阿久根市の小・中学校で学びたい。学んでよか 

った。」と思える「教育のまち あくね」をめざして、現在、阿久根独自の事 

業等を企画し、「チーム学校」「オール阿久根」で実施していくこととしています。 

  ２  廃校後の施設の使途が示されていない。 

   ⑴ 統・廃合後の廃校活用については、市のまちづくりにも影響することであり、  

    行政と地域が連携し、十分に協議して進めていくことが重要です。 

⑵ 廃校活用の検討等は、「統・廃合の決定以降に進めていくか。」、「地域の方々 

  が事前に検討することを了解されるのであれば、並行して進めていくか。」が 

 基本であると考えています。 

⑶  廃校活用策及び検討については、教育委員会と財産活用としての市長部局と 

 の連携が必要であると考えます。また、検討を行う中で、地域住民の意見も伺 

 っていきます。 

  ３  住民との検討会がまだ足りない。 

   ⑴ 令和２年度から開催している説明・意見交換会については、当初、保護者や 

    地域住民を対象に開催していたが、「保護者の意見を聞いてほしい。」との要望 

    を受け、令和４・５年度については、保護者を対象として開催してきたところ 

です。 

   ⑵ 令和６年度は、関係校区（田代小、尾崎小、鶴川内中）について、地域住民 

    の方々も対象に説明・意見交換会を開催しました。 

   ⑶ 令和７年度についても、同様の対応を考えており、各小・中学校区で開催し 

    たいと考えています。 

 
 

 

  

  (Ａ) 

  １  

 

(Ａ) 

  １ 少人数校の先生の意見はどうなんでしょうか。授業がしにくい（体育の球技 

   は無理な気がする）とか。少人数校でも学校に行けていない子がいるのを聞く。 

クラス替えも登校できるきっかけになるかも。 

   ⑴ 小規模校の複式学習指導については、先生方の困り感（毎日、２学年の教材 

研究、自学自習に係る課題への対応等）は大きいと考えます。関係学校では、 

Ｑ11  統廃合を主とせず、留学等の推奨も考慮すべきではないか？又、廃校後の施 

設の使途が示されていない。住民との検討会がまだ足りない。 

Ｑ12  少人数校の先生の意見はどうなんでしょうか。授業がしにくい（体育の球技 

は無理な気がする）とか。少人数校でも学校に行けていない子がいるのを聞く。 

クラス替えも登校できるきっかけになるかも。 

   先を考えた時に、小・中学校少人数の特認、人数の多い普通の高校に子供が 

行ける気がしないです。 
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体育の授業については、１～３年と４～５年での実施、全学年での実施など、 

実態に応じて対応しています。 

⑵ 不登校傾向の児童生徒は、児童生徒数の多い学校ほど、多くなっています 

が、少人数の学校でも見られる状況です。不登校傾向の児童生徒の要因は、一 

人一人異なるとともに、重複していることから、関係の学校では、家庭や関係 

機関等と連携を図り、当該児童生徒の状況等に応じた対応を行っているところ 

です。 

   ⑶ 児童生徒の人間関係が不登校傾向の主要因である場合、クラス替えは困り 

感を軽減する手立ての一つであると考えます。 

２ 先を考えた時に、小・中学校少人数の特認、人数の多い普通の高校に子供が行 

 ける気がしないです。 

  ⑴ 教育委員会としては、各学校が今の教育・取組の充実が図られるよう、しっ 

かりと指導・支援を行うこととしています。 

   ⑵ 児童生徒の状況等は一人一人異なることから、保護者がその子供さんの状況 

    等を理解し、適切な対応を取られることが重要であると考えます。 

   ⑶ 児童生徒の対応力等について、次のことを理解していただきたい。 

    ア 対応力・適応力が身に付く年齢は、小・中学校期である。保護者の過度な 

     心配は子供の成長に影響を及ぼすこともあることを理解し、適切に対応する。 

    イ 「自分の子供は、〇〇だから。」といった思いを強く持たないように心掛け 

る。保護者が思ったほど、子供自身は考えておらず、しっかり対応できるケ 

ースも多い。 

  ⑷ 「今」を大事にしながらも、「これから」を考えることも重要です。中学校 

卒業後、子供さんがどのような進路を選択していくか、どのように対応してい 

くかなど、保護者の方々には、先を見通した対応も考えることは重要である 

と考えます。 
  

 

 

 

  (Ａ) 

  １ 現在、阿久根中や阿久根小で行っている校舎の工事は、「長寿命化改修工事」で 

あり、新しく建替える工事ではないことを御理解ください。 

  ２ この「長寿命化改修工事」は、老朽化した校舎の建築物としての性能を新築同様 

の水準まで引き上げ、当該建築物の寿命を改修後 30 年以上延長させることにより、 

安心して学べる環境整備を行うことを目的としています。 

⑴ 阿久根中の管理棟である 23 号棟は、1976 年に建築され、（令和７年で）51 年 

が経過しています。そこで、平成 30 年度に策定した「阿久根市学校施設等長寿 

命化計画」に基づき、国庫補助金を活用して、現在施工しています。 

⑵  この改修工事は、建築工事（屋上防水、外壁改修、建具等改修）と設備工事 

（電気、放送等）であり、令和７年度内に完了する予定です。 

 

 

 

 

 
 

Ｑ13  阿中の校舎が新築されてますが、鶴中に行きたいと思ってる子供が、阿中と 

    統合しても安心出来るような校舎を新築してるのであれば良い。 
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  (Ａ) 

１ 統・廃合による場合は、何らかの通学支援を行うこととしています。 

２ 現在、関係の学校の児童生徒は、「通学タクシー」「路線バスに係る定期の補助」 

 で対応しています。 
 

 

 

 

  (Ａ) 

１ メリット・デメリットを具体的におしえてほしい。 

⑴  統・廃合をしない場合のメリット 

 ア 現在の学校を維持することとなり、これまでどおりの教育活動が展開でき 

  ます。 

 イ 教育環境が変化しないことから、児童生徒の人間関係や登下校等の負担が 

生じません。 

 ウ 児童生徒、保護者や地域住民のふれあい等の機会が、これまでと同様に設 

  定できます。 

⑵ 統・廃合をしない場合のデメリット 

ア 今回､複式学級のある小学校等を統・廃合の対象校としていますが、統・ 

廃合をしないで現状のままであれば、基本方針等で説明している小規模校の 

課題等、この課題等は、児童生徒や先生方が一生懸命に頑張っても難しいも 

のですが、解決できないことになります。 

イ 分かりやすく説明すると、知・徳・体のバランスの取れた子供の育成が難し 

 くなると考えます。 

ウ 参考 

学校規模適正化を図る基本理念（３点） 

・ 「学校は子供たちの教育の場であり，子供たちが社会の中でよりよく生き 

ていけるようにするためにある。」 

・ 「将来を担う子供たちに，最良の教育条件を整える。」 

 

  

   

 

 

 

 

 

  

 

 

  

・ 「公教育における平等性を保障できる学校規模を維持する。」 

    

 

（具体） 

１ 人的環境 

 ⑴  社会性や対応力等，発達段階に応じた人間関係を構築できる環境 

 ⑵  グループ学習や習熟度別学習等，多様な見方や考え方等を育成す 

る学習の保障 

⑶  多様な価値観に触れる機会 

 ⑷ 集団活動ができる場の保障 

２ 物的環境 

 ⑴ 学校施設の整備・充実 

 ⑵  ＩＣＴ環境（タブレット，テレビ会議，オンライン授業等）の整 

  備 

Ｑ14  登校時（遠方の方）のバス等の手配など、どうなりますか？ 

 

 

 

 

Ｑ15  メリット・デメリットを具体的におしえてほしい。何でそもそも統合が必要 

なのかもおしえてほしい。 
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２ 何でそもそも統合が必要なのかもおしえてほしい。 

（令和２年５月策定の「学校規模適正化基本方針」についての説明から） 

    ⑴ 主な理由として、５点あります。 

ア １点目は、児童生徒数が、ほとんどの学校で今後も減少傾向が続きます。 

イ ２点目は、令和２年３月末に提出された学校規模適正化協議会の提言の中 

 に学校規模適正化を進める上での基本理念として、３点掲げられています。 

・ 「学校は子供たちの教育の場であり、子供たちが社会 の中でよ 

りよく生きていけるようにするためにある。」 

・ 「将来を担う子供たちに、最良の教育条件を整える。」 

・ 「公教育における平等性を保障できる学校規模を維持する。」 

    この基本理念のもと、市教育委員会として、各視点から検討した結果、次 

   の「適正配置を進めるための基準」、 

・ 小学校では、複式学級が２年以上続くことが想定される学校 

・ 中学校では、６学級以下が２年以上続くことが想定される学校 

     を適用し、学校規模の適正化を進めるという結論に至りました。 

ウ ３点目は、児童生徒数は、ほとんどの学校で今後も減少傾向が続き、令和 

 ６年度においても、「適正配置を進めるための基準」に該当します。 

エ ４点目は、今後の児童生徒数の見込みとして、令和６年度に５人以下 

（田代小１人、尾崎小５人）となる学校が出てくることが想定されています。 

オ ５点目は、学校の在り方については、「今までと同様に」ではなく、「こ 

れからを考える」ことに重点を置いたところです。 

カ このような理由から、先を見通した、早めの取組が必要であると考えた 

からです。 
 

 

 

 

 

 

 

  (Ａ) 

  １ 阿久根小と阿久根中の意見を聞く機会が設けられていないことに平等性を感じ 

られません。 

⑴ 令和２年度から開催している説明・意見交換会については、当初、保護者や 

    地域住民を対象に開催していたが、「保護者の意見を聞いてほしい。」との要望 

    を受け、令和４・５年度については、保護者を対象として開催してきたところ 

です。 

   ⑵ 令和６年度は、関係校区（田代小、尾崎小、鶴川内中）について、地域住民 

    の方々も対象に説明・意見交換会を開催しました。 

２ 阿久根小、阿久根中も、他の学校と同じタイミングで、同じように意見を聞く 

機会を設けてください。 

   〇 令和７年度については、各小・中学校で開催したいと考えています。 

 

 

 

Ｑ16  統廃合は、学校の規模の大小にかかわらず平等に取り扱うために｢新しい学 

  校に統合」との方針は理解できますが、それを決定する前に阿久根小と阿久根 

中の意見を聞く機会が設けられていないことに平等性を感じられません。阿久 

根小、阿久根中も、ほかの学校と同じタイミングで、同じように意見を聞く機 

会を設けてください。 
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  (Ａ) 

  １ 

 

 

 

 

 

 

(Ａ) 

  １ 「生きる力」について（資料４参照） 

⑴ 学習指導要領では、「知能及び技能」「思考力、判断力、表現力」「学びに向 

かう力、人間性」の３つの柱から成り立つものとされています。 

⑵ 単に、知識や技能を身に付けるだけでなく、社会生活を円滑に進め、変化 

の激しい時代を生き抜くために必要な総合的な資質や能力であり、自己を律し、 

他者と協調し、問題解決能力を高め、主体的に行動する力などが含まれます。 

⑶ 「知・徳・体」をバランスよく育てることが大切とされています。 

２ 校区の見直しについて 

⑴ 平成 17 年度の学校規模適正化の時から検討してきていますが、それぞれの区 

 の調整が難しいでした。（例えば、Ａ小学校のａ校区はＢ小学校に近いが、Ｂ小 

学校のｂ校区はＡ小学校に近いなど） 

⑵ 現在の基本方針は、市全体の教育環境の確保、児童生徒数の減少などを見通 

  した中での計画であることを御理解いただきたい。 

⑶ 学校や通学区の変更は、現在「阿久根市小規模校入学特別認可制度（特認校 

 制度）」や「阿久根市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則」で対応して 

 います。 

  ３ 特認校の継続について 

⑴ 現在、「特認校制度」を導入している学校については、継続して適用します。 

⑵ 統・廃合を実施した後についても、存続する学校に適用します。 

４ 小中一貫教育校の推進について 

⑴ 本市では、現在、全小・中学校で、「小・中連携」に取り組んでいます。   

    ア 阿久根中と阿久根小・大川小・西目小・山下小・（尾崎小） 

    イ 鶴川内中と鶴川内小・折多小・（田代小） 

    ウ 三笠中と折多小・脇本小 

   ⑵ 「小・中連携」がより進んだ形態が、「小中一貫教育」となります。 

   ⑶ 「小中一貫教育」の導入については、令和４年度に、次の視点から検討を行 

  いました。 

    ア 視点 

(ｱ) 小学校教員が中学校の生徒に教える、あるいは中学校教員が小学校の児 

Ｑ17  今回の小・中学校の統廃合で教育委員会の意見は 

 ・ 複式学級の改善 

   ・ 「生きる力」など育む   

・ 大人数での行動（体育やコミュニケーションなど） 

であると思う。それについて私の意見は 

・ 複式学級の改善  

→ 複式学級が悪いと思わず、逆に自習もでき、良いと考える。複式学級の 

 方がテストの点数が高い実験結果の根拠もある。 

  ・ 「生きる力」などを育む 

→ 抽象的すぎる。具体性がなく理解できない。 

そうなる前に、校区の見直し、特認校の継続、小中一貫校の推進など、色々 

    方策があったと思うし、教育委員会の言い分と子供たちのメリット・デメリッ 

トを天秤にかけた時、現時点では、「統廃合を実施しない」ことが子供たちに 

メリットが十分にあると考えています。  
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 童に教える等の取組を行う教育であることから、教員の所有免許状の保有 

状況、学校間の距離，教員の移動時間等について検討を行う。 

     (ｲ) 学校規模，児童生徒数，教職員数から検討を行う。 

(ｳ) 導入した場合、相互の学校の授業等で教員・児童生徒に効果が見込める。 

       イ 検討 

     (ｱ) 阿久根中と阿久根小・大川小・西目小・山下小・（尾崎小） 

→ (ｳ)の視点は満たしましたが、(ｱ)(ｲ)の視点がクリアできませんでした。 

     (ｲ) 鶴川内中と鶴川内小・折多小・（田代小） 

→ (ｳ)の視点は満たしましたが、(ｱ)(ｲ)の視点がクリアできませんでした。 

         (ｳ) 三笠中と脇本小（当初の計画案） 

          → すべての視点を満たしました｡ 

       ※ 折多小 

         保護者・地域住民への説明・意見交換会で、「折多小から三笠中へ 

        進学する児童もいることから、小中一貫教育の検討に折多小を加えて 

       ほしい。」との意見等も踏まえ検討した結果、すべての視点を満たし 

ました 

    ウ 結果 

      折多小・脇本小・三笠中の小中一貫教育については、(ｱ)～(ｳ)の視点をす 

     べて満たしたことから、導入することとしました。 

５ 「生徒数が５名未満などは仕方がないと思う。」との意見について 

  〇 「児童生徒数が５名未満になる。」などの状況を避けるため、上記の４の 

⑶の視点から検討してきたところですが、改善できる状況には至っていません。 
 

 

 

 

  

 

 (Ａ) 

  １ 阿小・阿中に統合するメリットは何でしょうか？ 

⑴ 現在の学校統・廃合に係る「基本方針」は、これまで開催した説明・意見交 

 換会でも、繰り返し、説明しているとおり、子供たちに良好な教育環境を提供す 

 ることを目的としています。 

 ⑵  今回､複式学級のある小学校等を統・廃合の対象校としているが、統・廃合を 

しないで現状のままであれば、基本方針等で説明している小規模校の課題等、 

この課題等は、子供たちや先生方が一生懸命に頑張っても解決が難しいもので 

すが、解決できないことになります。 

⑶ 本市の小規模校の良さは理解しつつも、「知・徳・体」のバランスの取れた学 

 びにおける課題が大きいことから、その改善を図りたいと考えて取り組んでいる 

ところです。 

   ⑷  ⑴～⑶の課題の解消を図るためには、一定の規模の学校との統・廃合が必要で 

あり、阿久根小と阿久根中が適切であると考えています。 

２ なぜ、毎回、統廃合に力を入れているのか？各小・中学校の特色をいかし、楽し 

  く学校生活を送ろうという考え方にはならないのでしょうか。 

⑴ これまでも、繰り返し、説明しているとおり、子供たちに良好な教育環境を 

提供することを目的としています。 

Ｑ18  阿小・阿中に統合するメリットは何でしょうか？小学校は特に自宅から遠い 

    し、メリットよりデメリットが多い。 

   なぜ、毎回、統廃合に力を入れているのか？各小・中学校の特色をいかし、 

  楽しく学校生活を送ろうという考え方にはならないのでしょうか。 
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⑵ 「学校が楽しい。」という、児童生徒の情意面も大事しながら、「知・徳・体」 

のバランスの取れた学びにおける「学校の楽しさ」を感じることも重要である 

と考えます。 
 

 

 

 

  (Ａ) 

１ 鶴川内中のよさは十分に理解していますが、「知・徳・体」のバランスの取れた 

学びは大変難しい状況です。 

２ 分校として残したとしても、現状は変わらないことから、そのような対応は考 

えていません。 

３ いじめの問題については、小さい学校だからいじめが簡単に解決できるとか、 

 大きい学校はできないとかという問題ではありません。 

４ 「いじめ」や「不登校」等の課題については、関係児童生徒同士の人間関係や 

 困り感等の修復が大事であり、要は、そのような兆候を早く、一つでも多く発見 

するとともに、その場・その時点でしっかり対応し、解決する必要があります。 

 ５ いじめ」や「不登校」等の内容にもよりますが、学校を変わることは本質的な 

解決にならないことを御理解ください。 

６ 現在、本市の各学校では、全校態勢でいじめ等をはじめ、子供に係る諸課題の 

把握、解決に取り組んでいます。 

 
 

 

  

 (Ａ) 

 １ 鶴川内中について、令和９年４月に新しい学校との統・廃合を行う方針を示し、 

これまで保護者や地域住民の方々に説明・意見交換会で説明等を行ってきました。 

２ このことについて、今回、関係地区の保護者等と区長の方々を対象に意見書の 

提出を依頼し、６月上旬に完了したところです。 

 ３ この意見の取りまとめた結果、校区内の保護者や区長さん方から、「新しい学校 

との統・廃合に同意する」との意見が多かったことから、方針のとおり進める方 

向で検討しましたが、現１年生の生徒（令和９年４月は３年生）についても、鶴 

川内中を卒業できるように配慮し、令和 10 年４月に変更したところです。 

 ４ 令和８年４月に、鶴川内中への入学を希望する生徒については、令和９年３月 

末までの就学になることを説明し、了承の上で入学を認めたいと考えています。 
 

 

 

 

  (Ａ) 

  １ 説明・意見交換会は、令和２年度から開催し、令和３年度までは、全小・中学 

校で開催していました。 

  ２ コロナ禍を機に、小学校区で開催することとし、中学校についても、関係小学 

   校への参加を通知しました。その際、現在の基本方針について説明を行うとともに 

意見等を伺ってきたところです。 

Ｑ19  鶴川内中は阿久根中の分校としてのこすべきである。そうしないと特認校の 

意見をなさない。いじめられた子供たちの逃げ場を作りましょう。 

 

Ｑ20  中学校に教科担任が必要になるので人件費も問題も出てくると思うが、何年 

  入学まではその中学校で最後まで（卒業まで）とかはできないでしょうか。 

 

 

 

 

 

Ｑ21  統合で廃校となる学校ばかりに説明されても、受け入れる側は今どんな状況 

かわからない。せめてＰＴＡの役員だけでも説明してほしい。 
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  ３ 令和７年度の説明・意見交換会については、全小・中学校で開催したいと考えて 

   います。   

  
 

 

 

  (Ａ) 

  １ 人口対策については、市全体で対応する必要があることから、教育委員会とし 

   てできることから取り組んでいきたいと考えています。 

  ２ 一人でも多くの児童生徒が「阿久根市の小・中学校で学びたい。学んでよかっ 

   た。」と思える「教育のまち あくね」をめざして、現在、阿久根独自の事業等 

を企画し、「チーム学校」「オール阿久根」で実施していくこととしています。 
 

 

 

  (Ａ) 

  １ 今回の鶴川内中の統・廃合は、次の理由から「対等の統・廃合」とするとともに、 

阿久根中についても閉校とし、新しい中学校としたいと考えており、御理解をい 

ただきたい。 

    （理由） 

     ・ 規模の大小にとらわれない、一つの同じ学校であるとの考えから、対等 

            の統・廃合とする。 

・ 関係の学校を一つとした、新しい学校としてスタートさせたい。 

２ 新しい中学校の校歌・校旗等については、今後立ち上げる予定の「新しい中学 

 校準備委員会（仮称）」で検討していきたい。 

  （委員）阿久根中・鶴川内中関係者 

   校長、教頭、教諭（代表）、ＰＴＡ会長等、学校運営協議会委員（代表）等 

     

 

 

 
 

 

 

 

 

Ｑ22  市の人口が減っているから、子供の数も減っているのに、そこをどうかしよ 

うということは考えていないのか。 

 

 

 

 

 

Ｑ23  統合後の阿久根中は、校歌・校旗、共にそのまま残す、伝統を残してほしい。 

 

 

 

 


